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広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号２

　

今
年
、
成
人
を
迎
え
た
の
は
５
０
８
人

（
男
２
５
６
人
・
女
２
５
２
人
）。
１
月　
１３

日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
で
、
振
袖
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
の
二
十
歳
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
は
、
成
人
式
実
行
委
員
会
実
行

委
員
の
永
田
宗
一
郎
さ
ん
、
小
泉
芹
菜
さ

ん
の
司
会
進
行
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
、
成

人
者
へ
の
記
念
品
贈
呈
、
三
次
市
長
と
秋

山 
智  
洋 
実
行
委
員
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

と
も 
ひ
ろ

に
続
き
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
高
龍

の
介
さ
ん
、
引
田
美
里
さ
ん
に
よ
る
「
は

た
ち
の
主
張
」
で
、
周
囲
の
方
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
の
抱
負
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
に
出
席
し
た
４
２
９
人
の
皆
さ

ん
の
表
情
は
、
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
喜

び
に
光
輝
い
て
い
ま
し
た
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号３

▲成人者を代表して記念品を受け取った
　内田祐輝さん

▲司会を務めた小泉芹菜さん（左）と
　永田宗一郎さん（右）

▲開式のことば　
　大串亜由美さん

▲はたちの主張を発表した大高龍の介さん（左）と
　引田美里さん（右）

▲閉式のことば
　木村広子さん

▲実行委員長あいさつ
　秋山智洋さん

　

各
中
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た　

人
２６

の
皆
さ
ん
が
、
仕
事
や
学
業
の
合
間

を
縫
っ
て
、
会
議
を
開
催
し
、
成
人

式
の
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。▲真剣な表情で話し合い

▲記念誌も委員の
皆さんが協力し
て作成しました

高
校
生
会
も
協
力

　

高
校
生
会
の
皆
さ
ん
も
、
今
回
初

め
て
先
輩
た
ち
の
た
め
に
、
受
付
な

ど
で
協
力
し
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号４

　

近
年
、
全
国
的
に
野
生
動
物
に
よ
る
農

産
物
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
茨
城

県
内
に
お
い
て
も
、
特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
被
害
は
県
北
地
域
か
ら
県
央
地
域
の
中

山
間
地
域
と
筑
波
山
周
辺
の
地
域
を
中
心

に
拡
大
し
て
い
て
、
農
業
者
に
深
刻
な

打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。【
下
記
グ
ラ
フ

参
照
】

　

野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増
え

た
原
因
と
し
て
、
一
般
的
に
は
地
球
温
暖

化
、
過
疎
化
・
高
齢
化
、
人
工
林
の
増
加
、

狩
猟
者
の
減
少
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
仮
説
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

獣
害
対
策
の
専
門
家
に
よ
る
と
「
人
間
に

よ
る
意
図
し
な
い
餌
付
け
」
が
進
ん
だ
結

果
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
来
、
臆
病
で
人
間
に
近
づ
か
な
い
と

言
わ
れ
て
い
た
イ
ノ
シ
シ
で
す
が
、
最
近

で
は
都
会
に
も
出
没
し
て
被
害
を
与
え
て

い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
慣

れ
し
た
イ
ノ
シ
シ
は
非
常
に
危
険
で
も
あ

り
ま
す
。

イノシシの捕獲数（茨城県）
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有害捕獲

計
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※有害鳥獣捕獲については県内16市町村が実施しています

（年度）
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927
1,327

2,508

2,060
2,460

2,969 2,905 2,745

〜
地
域
ぐ
る
み
の
獣
害
対
策
で
最
大
の
効
果
を
〜

野
生
動
物
か
ら
耕
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

野
生
動
物
か
ら
耕
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

野
生
動
物
か
ら
耕
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
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イ
ノ
シ
シ
は
十
二
支
の
一
つ
で
、

私
た
ち
に
な
じ
み
深
い
動
物
で
す

が
、
そ
の
姿
を
実
際
に
見
た
人
は
少

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
森
林
の
中

で
人
知
れ
ず
ひ
っ
そ
り
と
生
活
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
こ
の

よ
う
な
イ
ノ
シ
シ
も
、
最
近
は
里
に

下
り
て
き
て
農
作
物
に
被
害
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動

物
か
ら
農
地
を
守
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

集
落
に
は
農
作
物
以
外
の
餌
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
動
物
に
食
べ
ら
れ
て
も
人

間
が
気
に
し
な
い
餌
、
す
な
わ
ち
食
べ
て

も
「
怒
ら
れ
な
い
餌
」
を
放
置
し
て
お
く

こ
と
、
こ
れ
が
動
物
た
ち
を
集
落
に
引
き

寄
せ
る
大
き
な
原
因
で
す
。

　

植
え
た
ま
ま
未
収
穫
の
果
樹
、
放
置
さ

れ
た
野
菜
ま
た
は
野
菜
く
ず
、お
墓
へ
の
お

供
え
物
、
生
ゴ
ミ
な
ど
が
「
怒
ら
れ
な
い

餌
」
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
意
外
と
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
秋
の
早
い
時
期
に
法
面

や 
畦  
畔 
の
草
を
刈
る
と
真
冬
に
若
芽
が
繁

け
い 
は
ん

茂
し
て
、
動
物
の
格
好
の
餌
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
刈
る
時
期
を
工
夫
し
て
、
冬

枯
れ
さ
せ
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

ま
ず
は
、
餌
付
け
や
人
慣
れ
の
原
因
を

少
し
で
も
取
り

除
く
こ
と
で
、

野
生
動
物
を
呼

ば
な
い
集
落
に

し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号５

　

畑
や
田
の
農
作
物
を
守
る
に
は
、
電
気

柵
や
ト
タ
ン
・
網
な
ど
で
周
り
を
囲
ん
で

野
生
動
物
の
侵
入
を
防
ぐ
の
が
最
も
効
果

的
で
す
。
電
気
柵
に
は
イ
ノ
シ
シ
用
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
用
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
で
侵
入
を
防
ぎ

ま
す
が
、
電
線
に
触
れ
た
動
物
に
対
し
て

恐
怖
感
を
持
た
せ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
獣
害
を
防
ぐ
た

め
の
防
護
柵
の
購
入
費
に
対
し
て
補
助
金

を
出
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
の
は
資
材
購
入
費

の
３
分
の
１
（
団
体
は
２
分
の
１
）
以
内

で
２
万
５
千
円
が
上
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。▲電気柵が設置された水田

　

集
落
か
ら
餌
を
な
く
し
、
効
果
の
高
い

柵
を
張
っ
て
も
、
し
つ
こ
く
動
物
た
ち
が

侵
入
し
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
見
つ

け
た
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
追
い
払
い
、�
人

間
は
敵
だ�
と
思
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

人
慣
れ
し
て
し
ま
っ
た
イ
ノ
シ
シ
な
ど

は
捕
獲
す
る
以
外
に
被
害
を
な
く
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
山
林
の
食
べ

物
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
を
た

く
さ
ん
捕
っ
て
も
被
害
は
減
り
ま
せ
ん
。

よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
で
す
が�
山
の　

頭
１０

よ
り
里
の
１
頭
を�
。
こ
の
こ
と
が
獣
害

を
減
ら
す
に
は
一
番
重
要
な
こ
と
な
の

で
す
。

　

捕
獲
を
行
う
際
に
は
、
法
令
等
を
遵
守

し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農

作
物
被
害
が
起
こ
っ
た
時
は
、
ま
ず
市
役

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
を
設
け
て
、

一
般
の
狩
猟
が
実
施
で
き
な
い
春
か
ら
秋

の
期
間
の
農
作
物
被
害
に
対
し
て
捕
獲
事

業
を
行
い
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。【
下
記
グ
ラ
フ
参
照
】

　

ま
た
、
茨
城
県
、
県
内
の
市
町
村
、
栃

木
県
、
茨
城
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
、
農

業
共
済
組
合
、
森
林
組
合
と
も
連
携
し
な

が
ら
広
域
的
な
被
害
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

有害鳥獣捕獲によるイノシシ捕獲数（常陸大宮市）
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獣
害
対
策
は
順
番
が
大
事
で
す
。
そ
し

て
、
集
落
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
最
大
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

被
害
を
与
え
る
野
生
動
物
す
べ
て
を
排

除
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
れ
よ
り

も
み
ん
な
で
学
習
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
獣

害
対
策
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
野

生
動
物
を
呼
ば
な
い
、
獣
害
に
強
い
集
落

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
■　

農
林
課　

農
林
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
�
　

－

１
１
１
１　

内
線
２
０
２

５２

各
総
合
支
所　

経
済
建
設
課
（
代
表
）

　

山　

方�
　

－

２
１
２
１

５７

　

美　

和�
　

－

２
１
１
１　

５８

　

緒　

川�
　

－

２
１
１
１　
　

５６

　

御
前
山�
　

－

２
１
１
１

５５

獣害対策の順番獣害対策の順番獣害対策の順番
1　みんなで学習
　　何が餌付けなのか、何が人慣れさせるのかを集落
　　全体で知る。
2　守れる集落、守れる農地への変身
　　餌付け、人慣れの要因を少しでも取り除くことで、
　　野生動物を呼ばない集落にしていく。
3　柵での囲い
　　自分で作る。作った柵は管理ができる。
4　追い払い
　　簡単には食べられないことを覚えさせることが大事。
5　被害を起こす個体の捕獲
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広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号６

統
計
功
労
者
表
彰

　

１
月　

日
、
茨
城
県
庁
で
平
成　

年
度

２３

２４

茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
統
計
功
労
者
表
彰
、
各
賞
大
臣
等
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
統
計

功
労
に
よ
り
、
叙
勲
や
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
、
木
村
幹
朗
さ
ん
、
小
林
宏
美
さ
ん
、

圷
將
秀
さ
ん
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

●
茨
城
県
知
事
表
彰

　
　

堀
江　
　����
 
一 
さ
ん
（
鷲　

子
）

た
か 
い
ち

●
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　
　

大
曽
根
正
子
さ
ん
（
鷹　

巣
）

　
　

小
森　

貞
男
さ
ん
（
山　

方
）

　
　

相
田　
 
孝  
一 
さ
ん
（
氷
之
沢
）

た
か 
い
ち

　
　

小
室　

善
之
さ
ん
（
下
檜
沢
）

●
総
務
大
臣
表
彰

　
　

宇
留
野
敏
明
さ
ん
（
小　

野
）

●
経
済
産
業
省
大
臣

　

官
房
調
査
統
計
審
議
官
感
謝
状

　
　

川�
　

一
郎
さ
ん
（
長　

倉
）

�

○
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
（
公
営
墓
地
整

備
用
地
）

　

平
成　

年
第
１
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２５

臨
時
会
が
、
１
月　

日
に
開
会
さ
れ
、

１７

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成　

年
度
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

２４

コ
ン
ク
ー
ル
の
標
語
部
門
に
応
募
し
た
御

前
山
小
学
校
３
年
生
西
野
海
斗
君
の
作
品

が
、
知
事
賞
準
特
選
と
な
り
、
１
月　

日
２４

県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
毎
年
９
月　

日
の

１０

下
水
道
の
日
と
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

に
合
わ
せ
行
わ
れ
た
も
の
で
、
応
募
総
数

は
４
万
８
６
４
７
点
で
し
た
。
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教
育
委
員
会
で
点
検
・
評
価
実
施

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
平
成　

年
度
よ
り
教
育
行
政
点
検
評

２１

価
委
員
会
を
設
置
し
、
教
育
委
員
会
の
事

務
の
管
理
執
行
状
況
の
点
検
・
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

評
価
委
員
は
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
の

小
泉
教
授
、
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の 
新  
家 
次
長
、
元
市
代
表
監
査
委
員

し
ん 
か

の
浅
川
氏
の
３
人
に
委
嘱
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
内
部
評
価
を
行
っ
た
事
務

事
業
の
中
か
ら　

事
業
を
選
定
し
て
、　

１３

１０

月
と　

月
に
「
平
成　

年
度
事
務
事
業
評

１１

２４

価
書（
平
成　

年
度
事
業
）」を
も
と
に
、教

２３

育
行
政
点
検
評
価
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

評
価
結
果
は
、
見
直
し
２
事
業
、
現
行

ど
お
り　

事
業
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

１１

た
。
見
直
し
と
評
価
さ
れ
た
の
は
、
市
立

幼
稚
園
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
通
園
バ
ス

の
運
行
に
関
す
る
事
業
」
で
、
業
者
委
託

に
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
コ
ス
ト

面
（
園
児
数
一
人
当
た
り
の
事
業
費
）
を

考
え
た
場
合
、
効
率
化
に
努
力
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
市
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
で
実
施
さ

れ
て
い
る
「
文
化
振
興
事
業
」
で
、
伝
統

文
化
の
継
承
は
、
担
い
手
の
育
成
と
の
連

動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
、
若
い
人
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
意
見
等
に
つ
い
て

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
毎
年
評

価
委
員
会
を
開
催
し
、
教
育
委
員
会
の
活

動
の
透
明
性
を
高
め
、
市
民
の
方
に
信
頼

さ
れ
る
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課　

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

　
�
　

－

１
１
１
１　

内
線
３
４
８

５２
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市
議
会
臨
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市
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臨
時
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市
議
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臨
時
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平
成　

年
度
山
地
災
害
防
止
標
語
コ
ン

２４

ク
ー
ル
で
、
美
和
中
学
校
２
年
の
皆
川
美

里
さ
ん
が
優
秀
賞
（
社
団
法
人
日
本
治
山

治
水
協
会
会
長
賞
）を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
山
地
災
害
防
止

　
　
　
　
　

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

社
団
法
人
日
本
治
山
治
水
協
会
主
催
の

▲皆川さん。右は国語担当の大藤先生



広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号７

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

１
月
９
日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
で

賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
、
約
３
３
０
人

が
出
席
し
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

交
歓
会
で
は
、
平
成　

年
中
に
叙
勲
・

２４

褒
章
を
受
章
さ
れ
た
方
へ
の
記
念
品
贈

呈
、
様
々
な
目
的
の
た
め
に
寄
付
寄
贈
い

た
だ
い
た
個
人
・
団
体
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め

て
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
自
治
功
労
に
お

け
る
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
後
方
に
は
、
市
内
で
発
見
さ
れ
た

ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
の
化
石
及
び
人
面
付

土
器
の
レ
プ
リ
カ
品
が
展
示
さ
れ
、
話
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
緒
川

弥
七
太
鼓
の
演
奏
が
あ
り
、
威
勢
の
い
い

太
鼓
の
音
色
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、
に
ぎ

や
か
な
新
年
の
幕
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
消
防
出
初
式
開
催

　

１
月　

日
、
消
防
出
初
式
が
お
お
み
や

１３

消
防
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
人
を
超
え
る
市
消
防
職
員
や
消
防
団

員
等
が
一
堂
に
会
し
、
士
気
の
高
揚
と
団

結
の
強
化
を
図
り
、
今
年
一
年
の
防
災
に

対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
功
績
を
た
た
え
、
団
員
の
皆
さ

ん
や
退
団
者
、
消
防
協
力
者
の
方
々
に
表

彰
・
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

エ
コ
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

１
月　

日
、
市
環
境
市
民
会
議
（
平
塚

２６

修
会
長
）
主
催
に
よ
る
常
陸
大
宮
市
エ
コ

ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
約
２

５
０
人
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
に

は
エ
コ
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
緑

の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
ん
だ
事
業
所
や
個

人
宅
の
写
真
の
展
示
、
そ
し
て
各
団
体
に

よ
る
資
源
を
活
用
し
た
環
境
に
優
し
い
取

り
組
み
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
土
壌
環

境
科
学
研
究
室
の
田
村
憲
司
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
土
壌
及
び
植
物
に
及
ぼ
す
影
響
と

対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行

わ
れ
、
来
場
し
た
方
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号８

第
59
回
文
化
財
防
火
デ
ー

　

１
月　

日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す
。

２６

　

昭
和　

年
１
月　

日
、
奈
良
県
の
法
隆

２４

２６

寺
金
堂
の
貴
重
な
壁
画
が
焼
損
す
る
火
災

が
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
翌
年
の

昭
和　

年
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ

２５

れ
、
昭
和　

年
よ
り
、
火
災
が
あ
っ
た
１

３０

月　

日
が
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め
ら
れ

２６
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
の
前
後
に
、

毎
年
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月　

日
・　

日
、
常
陸
大
宮
市
に
お

２５

２８

い
て
も
、
教
育
委
員
会
と
消
防
本
部
が
合

同
で
、市
内
合
計　

カ
所
の
文
化
財
所
有
・

３３

管
理
者
を
訪
問
し
、
消
防
設
備
の
点
検
や

防
災
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化

財
を
火
災
等
か
ら
守
る
た
め
、
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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▲子ども歌舞伎の皆さん



広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号９

　今年度も、茨大生が市民との日頃
の連携活動の成果を分析し、研究発
表を行うアクションミーティングが

３月２日に開催されます。
　今回はアクションミーティングをさらに進化させる
ために、市民の方々と、日頃の連携活動だけでなく、
その成果の分析と発表も行います。今年度は、山方地
区の市民グループと、グループや活動地区が今後どの
ように発展できるかを研究しています。
　私たちは市民の方々と分析・発表することで、それ
ぞれの地区の活性化に向けて、問題意識や当面の目標
を共有し、さらに連携活動を持続的なものにすること
ができると考えています。
　この１年間も私たちは、多くの方々と協働し、多く
の方々に支えられながら地域連携活動を行ってきまし
た。その成果をアクションミーティングで発表するこ
とで、皆さんに恩返しができたらと思います。
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原稿募集原稿募集原稿募集
　皆さんがお住まいの地域のできごとを取材し
原稿と写真をお持ちください。
　ただし、お寄せいただいた原稿等は掲載でき
ない場合もありますので、ご了承ください。

問

い合
わせ 政策審議室  秘書広聴課

秘書広聴・広報グループ
  ☎   52－1111　内線 312
FAX 53－6010
　　  hishokou@city.hitachiomiya.lg.jp

政策審議室  秘書広聴課
秘書広聴・広報グループ
  ☎   52－1111　内線 312
FAX 53－6010
　　  hishokou@city.hitachiomiya.lg.jp
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▲優勝したグル―ビーの皆さん



広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号１０

　１月２０日、大宮運動公園市民球場をスタート・ゴールとするコースで行われ、小学生の部は公園内を、中学生
と一般の部は大宮地域内をコースとして走り２０１チームが出場しました。

常陸大宮駅伝大会常陸大宮駅伝大会常陸大宮駅伝大会常陸大宮駅伝大会常陸大宮駅伝大会第
回

第8回
主催：一般財団法人常陸大宮市体育協会

▲押野　智樹君
　（御前山中）

��������

①上野小Ａ　　　　　　　②大宮小Ａ　　　　　　　③大宮小Ｂ
④村田小　　　　　　　　⑤大宮リトルリーグＡ　　⑥山方サッカーＣ男子

低学年
①大宮小Ａ　　　　　　　②村田小　　　　　　　　③大宮北小　　　　　
④ＪドリームＣ　　　　　⑤大宮小Ｂ　　　　　　　⑥上野小女子

①上野小　　　　　　　　②大宮小Ａ　　　　　　　③村田小　　　　　
④世喜小　　　　　　　　⑤御前山ビクトリーＡ　　⑥山方サッカーＡ男子

高学年
①上野小　　　　　　　　②大宮小Ａ　　　　　　　③村田小　　　　　　
④小瀬バレーＡ　　　　　⑤フェアリーズＡ　　　　⑥フェアリーズＢ女子

�小学生の部

①大宮中　　　　　　　　②峰山中　　　　　　　　③太田南中
④第二中　　　　　　　　⑤太田中　　　　　　　　⑥勝田二中Ⅰ

中学生
男　子 ①大宮中サッカー部Ａ　　②大宮中野球部Ａ　　　　③緒川中サッカー部　

④大宮中テニス部Ａ　　　⑤第二中野球部Ａ　　　　⑥御前山中野球部ＡⅡ

①峰山中　　　　　　　　②太田一高　　　　　　　③太田中
④勝田二中　　　　　　　⑤第二中　　　　　　　　⑥美和中Ⅰ

女　子
①大宮中テニス部　　　　②第二中バスケ・剣道部　③美和中部活動選抜
④緒川中テニス部Ａ　　　⑤大宮中バスケ部Ａ　　　⑥第一中卓球・バレー部Ⅱ

�中学生男子、女子、一般の部

①世喜体協Ａ　　　　　　②常陸大宮消防本部　　　③大場体協Ａ
④四倉一家Ｂ　　　　　　⑤村石体協　　　　　　　⑥世喜体協ＢⅠ

一　般
①太田一高Ａ　　　　　　②太田一高Ｂ　　　　　　③佐竹高
④常陸走友会Ａ　　　　　⑤水戸桜ノ牧高　　　　　⑥小瀬高ＡⅡ



広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号１１

高学年女子高学年男子低学年女子低学年男子部門
区間等

関　　仁美（村田小）宇留野　瞬（上野小）鈴木　花梨（大宮小Ａ）中井川丈斗（上野小Ａ）１　区
６分２２秒５分４８秒４分０４秒３分３５秒タイム

小沢　未来（村田小）秋山　健人（上野小）住谷　京華（大宮小Ａ）瀧　　快彦（大宮小Ａ）２　区
５分３５秒５分２３秒３分１３秒２分５７秒タイム

吉成　夢香（村田小）砂川雄一朗（世喜小）藤野ゆめか（大宮小Ａ）小松　直人（上野小Ａ）３　区
５分４４秒５分２２秒３分０８秒２分５４秒タイム

綿引　佳鈴（フェアリーズＡ）菊池　智明（山方サッカーＡ）冨山　奈桜（村田小）小野瀬　光（山方サッカーＡ）４　区
５分４３秒５分０１秒３分０９秒２分５７秒タイム

細貝　朱里（大宮小Ａ）川西　充樹（シャイニングボーイズ）菊池　萌加（ＪドリームＣ）宇野　健太（大宮小Ａ）５　区
５分５２秒５分１７秒３分０５秒２分５３秒タイム

�小学生の部区間賞（低学年：１区１km　２～５区０．８km　　高学年：１区１．６km　２～５区１．４km） 敬称略

一般Ⅱ一般Ⅰ女子Ⅱ女子Ⅰ中学生男子Ⅱ中学生男子Ⅰ部門
区間等

筒井　優太
（佐竹高）

沼田　淳一
（世喜体協Ａ）

飯野　綺華
（大宮中テニス部）

斎藤智亜季
（太田一高）

河野　秀斗
（第二中剣道部）

深作　　豪
（太田南中）

１区
（４．１km）

１３分１７秒１３分０３秒１７分４９秒１５分３２秒１５分０９秒１３分３４秒タイム

福島　大智
（太田一高Ａ）

和田　　悟
（世喜体協Ａ）

小舩智寿瑠
（美和中部活動選抜）

緑川　風香
（太田中）

石井　将輝
（大宮中サッカー部Ａ）
益子　健太

（第二中剣道部）

岡山　大夢
（大宮中）

２区
（２．１km）

６分３７秒７分２９秒９分００秒８分１６秒７分３４秒７分０３秒タイム

我妻　　治
（常陸走友会Ａ）

沼田　達也
（世喜体協Ａ）

相馬　可純
（第一中卓球・バレー部）

沼田　理沙
（峰山中）

四倉　優希
（大宮中サッカー部Ａ）

綿引　理久
（第二中）

３区
（３．３km）

１０分３３秒１１分０２秒１４分４９秒１２分４９秒１２分１５秒１０分５０秒タイム

山田　竣介
（太田一高Ａ）

鈴木　敬士
（常陸大宮消防本部）

堀江　理菜
（緒川中テニス部Ａ）

前沢百合香
（峰山中）

岡崎　拓哉
（大宮中サッカー部Ａ）

野上　　蓮
（大宮中）

４区
（３．４km）

１０分２０秒１１分３６秒１４分０６秒１２分４４秒１２分０５秒１０分４３秒タイム

深作　　颯
（太田一高Ａ）

宇留野怜史
（大場体協Ａ）

粒良　鈴佳
（第二中バスケ・剣道部）

樫村　美咲
（峰山中）

新井悠名成
（大宮中サッカー部Ａ）

冨岡　太一
（峰山中）

５区
（３．２km）

１０分１７秒１１分５１秒１４分３８秒１２分２５秒１１分３４秒１０分５０秒タイム

佐藤　大貴
（佐竹高）

大内　和男
（鵺）

皆川　美里
（美和中部活動選抜）

鴨志田里咲
（太田一高）

細貝　海斗
（大宮中サッカー部Ａ）
大串　航亮

（大宮中野球部Ａ）

大田和一輝
（大宮中）

６区
（１．７km）

５分４０秒６分２７秒８分０７秒７分０６秒６分３４秒６分０５秒タイム

湯原　　誠
（水戸桜ノ牧高）

笹島　智志
（大場体協Ａ）

安達　真希
（大宮中テニス部）

上野　愛美
（太田一高）

青砥　大晟
（大宮中野球部Ａ）

小林　隼人
（大宮中）

７区
（２．８km）

９分０５秒１０分０８秒１２分４６秒１１分２２秒１０分４９秒９分４２秒タイム

�中学生男子、女子、一般の部区間賞



広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号１２

～みんなで取り組む自殺予防～
あなたの心、元気ですか

電話番号（相談時間等）相談窓口名称相談内容

０２９－２４３－２８７０（平日、午前８時３０分～午後５時１５分）茨城県精神保健福祉センター

こころとからだの健康
（うつ病などの精神疾患
や心身の不調など）

５２－１１５７　（平日、午前８時３０分～午後５時１５分）茨城県常陸大宮保健所

５４－７１２１　（平日、午前８時３０分～午後５時１５分）
５７－２１２１　
５８－２１１１
５６－２１１１　
５５－２１１１

常陸大宮市役所健康推進課
山方総合支所市民福祉課
美和総合支所市民福祉課
緒川総合支所市民福祉課
御前山総合支所市民福祉課

０２９－８５５－１０００　（毎日、２４時間）つくば

茨城いのちの
電話

死にたい気持ち
こころの悩み

０２９－２５５－１０００　（毎日、午後１時～午後８時）水戸

０１２０－７３８－５５６　（毎月１０日、午前８時～翌日午前８時）フリーダイヤル

０１２０－５５６－１８９　　
（毎日、午後１時～午後８時、毎月１０日除く）

震災
フリーダイヤル

午前９時～正午
午後１時～午後４時　
（祝日・年末年始除く）

０２９－２４４－０５５６平日いばらき
こころの
ホットライン ０１２０－２３６－５５６土日

フリーダイヤル

��������	
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＜相談窓口＞

市では、「心の健康相談」を毎月実施し
ています。希望される方は事前にご連
絡ください。（予約制）

　全国では、毎年約３万人の方が自ら命を絶っています。悩みやつらい状況の中で苦しんでいる方が、皆さんの
周りにもいるかもしれません。もし、あなた自身が悩んでいたら、一人で抱え込まずに相談してください。そし
て、悩んでいる人を見かけたら、声をかけてみてください。みんなで大切な命を守りましょう。

こころとからだ セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック
　「うつ」は、「眠れない」「食欲不振」などの身体の
不調を伴うことも多い病気です。下の項目でいくつ
該当するか、チェックをしてみましょう。

　2項目以上が、2週間以上ほとんど毎日続き、つ
らい気持ちになる場合は、かかりつけ医、精神科医
療機関または下の相談窓口にご相談ください。

□　毎日の生活に充実感がない
□　これまで楽しんでやれていたことが楽しめなく
　　なっている
□　以前は楽にできていたことが、今ではおっくう
　　に感じられる
□　自分が役に立つ人間だと思えない
□　訳もなく疲れたような感じがする

　3月の「自殺防止月間」の
期間中、図書情報館において、
特設コーナーを設置します。
ぜひご利用ください。

　自殺の背景には、健康上、経済、生活上の問題な
ど様々な要因が複雑に関係しています。多くの自殺
は、心理的に追い詰められ誰にも相談できないまま
起こっています。私たち一人ひとりが、周りの人と
の“つながり”を持つことが自殺防止に有効です。
　また、自殺を図った方の多くは、うつ病などの精
神疾患にかかっていたという報告もあります。この
ことから、うつ病について正しく理解し、早く気付
き、適切な治療につなげていくことが、自殺を防ぐ
手立てになります。

　身近な人の変化に気付き、声をかけ、話を聴き、
必要があれば相談機関につなぎ、温かく寄り添いな
がら見守ることができる人をゲートキーパーと呼び
ます。話をよく聴き、一緒に考えてくれる人の存在
は、悩んでいる人の孤立を防ぎ、安心を与えます。悩
んでいる人を見かけたら、声をかけてみましょう。
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��������	
��
�����������	
��
���

�������	
�������	

�������	
��


�������	
��






広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号１３

特定保健指導は特定保健指導は
あなたの健康づくりを応援しますあなたの健康づくりを応援します

特定保健指導は
あなたの健康づくりを応援します

　今年度も特定健診へのご理解ご協力、ありがとうございました。
　１月末現在の、平成２４年度特定健診実施率の見込みは５１．５％です。過去５年間をみると、わずかながら年々増
加していますが、まだ約半数の方が受診をしていない状況です。
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特定健診実施率（常陸大宮市国民健康保険）
52

51.5

51

50.5

50

49.5

49

48.5

48

47.5

47
H20 H21 H22 H23 H24

（%）

（年度）

48.7

50.5 51.1 51.4 51.5

　年齢別の特定健診実施率をみると、４０・５０歳代の受診が少なく、特に４０歳代の男性では減少傾向にあります。
働き盛りの世代で忙しく、健康への関心も薄い年代なのでしょうか。
　生活習慣病は自覚症状もなく進行するため、気が付いた時には重症ということもあります。若い頃から年に１
度の健診で身体のチェックをし、自身の健康について考える機会にしましょう。

年齢別特定健診実施率の推移
男性 女性国の目標値 国の目標値

70.0％ 70.0％60.0％ 60.0％50.0％ 50.0％40.0％ 40.0％30.0％ 30.0％20.0％ 20.0％10.0％ 10.0％0.0％ 0.0％

70 ～ 74歳

65～ 69歳

60～ 64歳

55～ 59歳

50～ 54歳

45～ 49歳

40～ 44歳

H23年度
H22年度
H21年度
H20年度

59.4％59.4％
56.5％56.5％
53.5％53.5％
50.6％50.6％

58.3％58.3％
55.7％55.7％

58.0％58.0％
54.0％54.0％

62.7％62.7％
61.6％61.6％
64.1％64.1％

57.0％57.0％

66.2％66.2％
67.0％67.0％
66.1％66.1％

64.0％64.0％

58.4％58.4％
57.8％57.8％
57.9％57.9％
61.2％61.2％

49.7％49.7％
55.1％55.1％
53.5％53.5％

50.0％50.0％

42.3％42.3％
42.2％42.2％
41.5％41.5％
42.4％42.4％

36.6％36.6％
39.3％39.3％
38.0％38.0％

33.7％33.7％

36.4％36.4％
33.8％33.8％
36.1％36.1％

32.3％32.3％

48.1％48.1％
48.6％48.6％

44.7％44.7％
46.0％46.0％

37.4％37.4％
37.9％37.9％
37.8％37.8％
37.6％37.6％

31.0％31.0％
34.3％34.3％

29.3％29.3％
28.8％28.8％

28.4％28.4％
24.3％24.3％

27.9％27.9％
29.7％29.7％

24.3％24.3％
26.3％26.3％
25.8％25.8％

28.0％28.0％

59.4％
56.5％
53.5％
50.6％

58.3％
55.7％

58.0％
54.0％

62.7％
61.6％
64.1％

57.0％

66.2％
67.0％
66.1％

64.0％

58.4％
57.8％
57.9％
61.2％

49.7％
55.1％
53.5％

50.0％

42.3％
42.2％
41.5％
42.4％

36.6％
39.3％
38.0％

33.7％

36.4％
33.8％
36.1％

32.3％

48.1％
48.6％

44.7％
46.0％

37.4％
37.9％
37.8％
37.6％

31.0％
34.3％

29.3％
28.8％

28.4％
24.3％

27.9％
29.7％

24.3％
26.3％
25.8％

28.0％
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広報　常陸大宮　　　　平成２５年２月号１４

常
陸
大
宮
市
の
和
紙
作
り
に
関
す
る
用
具
が

国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
す

常
陸
大
宮
市
の
和
紙
作
り
に
関
す
る
用
具
が
、

　

国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

常
陸
大
宮
市
は
、
昔
な
が
ら
の
原
料
と

手
法
を
用
い
て
和
紙
を
生
産
し
て
い
る
、

県
内
で
唯
一
の
地
で
す
。
現
在
、
紙 
漉 
き
す

を
行
っ
て
い
る
の
は
、
山
方
地
域
の
専
業

の
二
軒
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ

て
は
、
美
和
・
緒
川
・
御
前
山
地
域
で
も

多
く
の
家
々
が
紙
漉
き
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
原
料
と
な
る
楮
の
栽
培
は
大
宮
地
域

で
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
常
陸
大

宮
市
全
域
が
、
和
紙
の
生
産
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
現
在
の
常
陸
大
宮
市
域
で

生
産
さ
れ
た
紙
は
、
将
軍
や
大
名
が
使
う

超
高
級
紙
か
ら
、
商
家
や
一
般
庶
民
が
利

用
す
る
帳
面
や 
雨  
合  
羽 ・
傘
の
原
紙
、
落
と

あ
ま 
が
っ 
ぱ

し
紙
ま
で
多
種
多
様
で
し
た
。
紙
の
生
産

や
流
通
の
過
程
で
水
戸
藩
は
多
額
の
税
を

課
し
、
藩
の
財
政
の
三
分
の
一
は
、
紙
の

生
産
か
ら
得
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
紙
漉
き
の
伝
統
が
明
治
時
代
以
降

も
引
き
継
が
れ
、
山
方
以
外
の
地
域
で
も

昭
和
三
十
年
代
ま
で
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

「
常
陸
大
宮
及
び
周
辺
地
域
の
和
紙
生
産

用
具
と
製
品
」
は
、
か
つ
て
紙
漉
き
を
し

て
い
た
家
々
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
民

具
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
「
登
録
」
有
形
文
化
財
は
、
従
来
の
国

宝
や
重
要
文
化
財
と
い
っ
た
国
レ
ベ
ル
で

厳
選
す
る
「
指
定
」
制
度
で
は
、
失
わ
れ

て
し
ま
う
文
化
財
が
多
い
た
め
、
よ
り
緩

や
か
な
規
制
の
も
と
で
幅
広
く
保
護
の
網

を
か
け
よ
う
と
、
一
九
九
六
年
の
文
化
財

保
護
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
制
度
で

す
。
当
初
は
建
造
物
の
み
が
対
象
で
し
た

が
、
二
○
○
四
年
の
同
法
改
正
に
よ
っ
て

有
形
民
俗
文
化
財
と
記
念
物
（
史
跡
・
名

勝
・
天
然
記
念
物
関
係
）
に
つ
い
て
も
登

録
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
、
第
一

回
目
は
、
二
○
○
六
年
で
、
昨
年
度
ま
で

に
二
五
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
月

一
月
一
八
日
に
国
の
文
化
審
議
会
が
文
部

科
学
大
臣
に
出
し
た
答
申
に
よ
っ
て
、
常

陸
大
宮
市
が
収
集
し
た
「
常
陸
大
宮
及
び

周
辺
地
域
の
和
紙
生
産
用
具
と
製
品
」
を

含
む
四
件
が
、
新
た
に
登
録
有
形
民
俗
文

化
財
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
茨
城
県
で
は
初
、
関
東
で

も
四
件
目
で
、
紙
漉
き
に
関
す
る
民
具
等

の
登
録
は
、
全
国
で
初
め
て
で
す
。
市
内

に
残
っ
て
い
た
道
具
が
国
民
の
生
活
文
化

を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
先
祖
が
寒
中

に
行
っ
て
き
た
厳
し
い
営
み
が
、
ほ
ん
の

少
し
で
す
が
報
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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今
回
登
録
の
対
象
と
な
っ
た
資
料
の
総

数
は
二
五
三
点
。
昭
和
一
○
〜
二
○
年
代

を
中
心
と
し
て
、
明
治
期
か
ら
現
代
ま
で

使
用
さ
れ
た
用
具
と
製
品
（
楮
の
白
皮
・

紙
）
を
収
集
し
た
も
の
で
す
。

　

特
徴
の
一
つ
は
、 
楮 
の
栽
培
・
加
工
用

こ
う
ぞ

具
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
当
地
で
生
産

さ
れ
た
楮
は
「
那
須
楮
」
と
呼
ば
れ
、
高

い
品
質
に
よ
っ
て
高
級
和
紙
の
原
料
と
し

て
現
在
も
各
地
で
重
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
近
代
に

な
っ
て
土
佐
や
美
濃
と
い
っ
た
先
進
的
な

紙
産
地
の
技
術
や
道
具
を
積
極
的
に
採
り

入
れ
て
専
業
化
し
て
い
っ
た
生
産
者
と
、

昔
な
が
ら
の
農
閑
期
の
み
操
業
す
る
小
規

模
生
産
者
の
、
二
系
統
の
紙
漉
き
が
当
地

に
は
存
在
し
、
用
具
や
そ
の
名
称
に
異
な

る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回

の
調
査
・
収
集
活
動
に
よ
っ
て
、
二
者
に

は
紙
漉
き
の
工
程
や
技
法
に
も
、
ち
ょ
っ

と
し
た
違
い
が
あ
り
、
後
者
に
は
、
今
ま

で
不
明
で
あ
っ
た
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝

統
的
な
当
地
の
技
法
を
知
る
手
が
か
り
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
へ
の
登
録
は
、

資
料
収
集
や
調
査
の
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
今
回
の
資
料
群
も
す
べ
て

の
工
程
の
用
具
が
そ
ろ
っ
た
も
の
で
は
な

く
、よ
り
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
目
指
し

て
、
資
料
館
で
は
資
料
の
収
集
と
調
査
を

今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
点
一
点
は
、
価
値
の
な
い
よ
う
に
見

え
る
古
い
道
具
で
す
が
、
ま
と
ま
れ
ば
国

の
宝
と
な
り
、
先
祖
か
ら
受
け
取
っ
た
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
遺
産
と
な
り
ま
す
。

　

か
つ
て
楮
の
栽
培
や
紙
漉
き
を
し
て
い

た
家
、
経
験
者
に
つ
い
て
、
ご
存
じ
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
資
料
館
に
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

来
月
は
、
登
録
さ
れ
る
資
料
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
詳
し
く
ご
紹
介
し

ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


��

▲楮のヒョヒトリ（昭和４０年頃　撮影）これらの作業に使われた
道具も登録有形民俗文化財として登録されます
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常
陸
大
宮
市
を
流
れ

る
那
珂
川
、
久
慈
川
、

玉
川
の
河
原
を
歩
く

と
、
様
々
な
色
や
形
を

し
た 
礫 
（
玉
石
）
の
中

れ
き

に
、 
硯 

す
ず
り 

石 
の
よ
う
に
黒

い
し

色
で
表
面
に
キ
ラ
キ
ラ

光
る
美
し
い
銀
白
色
の

点
・
丸
・
棒
状
な
ど
の

模
様
を
持
つ
も
の
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
礫
は
ホ

ル
ン
フ
ェ
ル
ス
（
硬
い

角
の
意
味
）
と
呼
ば
れ

る
岩
石
か
ら
で
き
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

銀
白
色
の
模
様
は
菫
青
石
と
呼
ば
れ
る
鉱

物
が
風
化
し
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
菫

青
石
を
含
む
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
を
菫
青
石

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
と
呼
び
ま
す
。

　

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
泥
の
堆
積
に
よ

り
で
き
た 
泥  
岩 
が
、
地
下
深
い
場
所
で
マ

で
い 
が
ん

グ
マ
と
接
し
高
熱
で
変
成
さ
れ
た
岩
石
で

す
。
菫
青
石
も
そ
の
変
成
に
よ
っ
て
で
き

た
鉱
物
で
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
・
ケ
イ
素
・
酸
素
が
主
成
分
で
す
。
肉

眼
で
見
ら
れ
る
菫
青
石
の
形
は
様
々
で
、

六
角
柱
で
断
面
が
六
片
の
花
弁
状
の
大
き
な

結
晶
を
作
る
も
の
も
あ
り
、
享
保
年
間
の
一

七
一
六
〜
一
七
三
六
年
頃
に
松
岡
玄
達

（
如
庵
・ 
怡  
顔  
斉 
）
が
『
怡
顔
斉
石
品
』
で

い 
が
ん 
さ
い

最
初
に
記
述
し
た
京
都
府
亀
岡
市 
稗 
田
野

ひ
え

町 
柿  
花 
桜
天
満
宮
の
通
称
「
桜
石
」
と
、

か
い 
は
な

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
に
菊
池
安

が
報
告
し
た
栃
木
県
渡
良
瀬
産
の
通
称

「
渡
良
瀬
（
川
）
桜
石
」
が
そ
の
代
表
格
と

い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
京
都
の
「
桜
石
」

産
地
近
隣
の
寺
院
で
は
、
風
化
に
よ
り
母

岩
の
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
か
ら
抜
け
出
た
桜

石
の
小
片
を
紙
に
包
み
、
藤
原
道
真
に
ち

な
ん
で
災
難
や
雷
除
け
の
お
守
り
と
し
て

昭
和
の
初
期
頃
ま
で
参
拝
者
に
授
け
て
い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
詳
細
は
不
明
で
す

が
柿
花
桜
天
満
宮
北
西
の
宮
川
町
宮
川
か

ら
産
出
す
る
菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

は
、 
砥  
石 
と
し
て
も
六
五
〇
年
以
上
の
歴

と 
い
し

史
を
持
ち
『
宮
川
砥
』
の
名
称
で
古
く
か

ら
採
掘
・
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
地
は
現
在
で
も
青
砥
（
色
が
青
く
、

き
め
の
細
か
い
粘
板
岩
で
作
っ
た
砥
石
）
の

全
国
の
標
式
地
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

常
陸
大
宮
市
域
で
菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ

ル
ス
礫
を
河
原
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

先
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
石
器
と
し
て
も

市
内
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

常
陸
大
宮
市
の
菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

礫
の
起
源
（
故
郷
）
を
知
る
た
め
に
範
囲

を
広
げ
て
検
証
す
る
と
、
栃
木
県
大
田
原

市
で
は
「 
松  
葉  
石 
」、
那
珂
川
町
で
は
「 
千 

ま
つ 
ば 
い
し 

ち

 
鳥  
石 
」、
茨
城
県
稲
敷
市
浮
島
で
は
「 
小  
紋 

ど
り 
い
し 

こ 
も
ん

 
石 
」
と
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
呼
名
と

い
しそ

れ
に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
伝
説
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

千
鳥
石
伝
説�
小
砂
の
高
倉
山
に
あ
る

こ
い 
さ
ご

寺
を
山
火
事
か
ら
守
っ
た
無
数
の
小
鳥
た

ち
が
体
を
冷
や
す
た
め
に
、
小
口
川
に
舞

い
降
り
た
時
の
足
跡
が
河
原
の
小
石
に

残
っ
た
。

　

小
紋
石
伝
説�
浮
島
城
主
浮
島
弾
正
が

だ
ん 
じ
ょ
う

佐
竹
軍
に
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
た
折
、
弾
正
の

娘
小
百
合
姫
は
小
舟
で
霞
ヶ
浦
に
逃
れ
た

後
に
湖
に
身
を
投
じ
た
。
そ
の
時
に
姫
が

着
け
て
い
た
小
紋
の
小
袖
が
化
石
化
し
て

「
小
紋
石
」と
な
っ
た
。
浮
島
地
域
で
は
小

袖
ヶ
浜
で
拾
っ
た
「
小
紋
石
」
は
安
産
の

「
お
守
り
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

　
「
松
葉
石
」は
伝
説
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
松

葉
川
と
そ
の
支
流
の
前
松
葉
川
の
名
前
の

由
来
と
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
の
河
原
の
菫
青
石
ホ
ル
ン

フ
ェ
ル
ス
礫
の
起
源
（
故
郷
）
を
考
察
す

る
と
、
す
べ
て
が
八
溝
山
地
の
中
生
代
の

地
層
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
那
珂
川
の
河
原
の
礫
は
大
田
原
市
や

那
珂
川
町
付
近
の
地
層
か
ら
の
も
の
で
、

玉
川
の
礫
は
大
昔
の
那
珂
川
や
久
慈
川
が

八
溝
山
地
か
ら
運
び
堆
積
さ
せ
た
礫
層

を
、
玉
川
が
再
び
洗
い
出
し
運
ん
だ
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
上
村
田
地
区
の
丘
陵

の
礫
層
に
も
、
そ
の
証
と
な
る
菫
青
石
ホ

ル
ン
フ
ェ
ル
ス
の
礫
が
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
久
慈
川
の
河
原
の
礫
に
は
栃
木
県
の

須
賀
川
地
域
の
地
層
を
起
源
と
す
る
も
の

と
、
大
子
町
か
ら
常
陸
大
宮
に
至
る
間
の

地
層
を
起
源
と
予
想
さ
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
開
催
さ
れ
て
い

る
企
画
展
の
準
備
調
査
で
、
舟
生
地
域
か

ら
予
想
ど
お
り
美
し
い
菫
青
石
ホ
ル
ン

フ
ェ
ル
ス
の
地
層
（
露
頭
）
を
、
県
内
の

久
慈
川
水
系
で
初
め
て
発
見
し
ま
し
た
。

※�
自
然
史
科
学
研
究
所
主
席
研
究
員　

菊
池

芳
文
氏
よ
り
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　
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き
ん 
せ
い 
せ
き

▲舟生産
　「菫青石ホルンフェルス」１

▲舟生産
　「菫青石ホルンフェルス」２

▲桜石
　（亀岡市稗田野大谷鉱山産）
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平成２４年１月から１２月に市内で発生した火災・救急・救助の概要をお知らせします。

平成２３年平成２４年区　　　　　分

１３件１４件建物火災

火
災
件
数

３件０件林野火災

３件３件車両火災

６件１件その他火災

２５件１８件合　　　計

４９，６０３千円２２，９５８千円損　　害　　額

１，５５１㎡４９９㎡焼　損　面　積

０人２人死　　　　　者

１０人５人負　　傷　　者

１１世帯１１世帯世　　　帯り
災 ２３人３６人人　　　員

平成２３年平成２４年区　　　　　分

１，９３１件１，９０４件出　動　件　数

１，８６４人１，８２１人搬　送　人　員

９件３件火　　　　　災

３件０件自　然　災　害

２件４件水　難　事　故

１８４件１８０件交　通　事　故

７６件４３件労　働　災　害

３件９件運　動　競　技

２０４件２３８件一　般　負　傷

７件７件加　　　　　害

１７件１５件自　損　行　為

１，２０５件１，１９５件急　　　　　病

２２１件２１０件そ　　の　　他

平成２３年平成２４年区　　　　　分

２５件３３件出　動　件　数

１件３件火　　　　　災

１２件２１件交　通　事　故

３件５件水　難　事　故

２件０件自　然　災　害

１件１件機　械　事　故

２件０件建　物　事　故

４件３件そ の 他 事 故

　救急出動件数は、１，９０４件で昨年より２７件減少し
ました。一日当たりの救急出動件数はおよそ５．２２
件です。搬送人員は１，８２１人で４３人減少しました。

� � � � � �

急病一般負傷

その他

交通事故

救急出場件数構成比
急　　　病………６３％

一 般 負 傷………１３％

交 通 事 故………９％

そ　の　他………１５％

　火災件数は、１８件で昨年より７件減少しました。
種別ごとにみると、建物火災が１４件と多く、車両
火災が３件、その他火災が１件でした。

� � � � � �

建物火災

その他火災

車両火災

火災件数構成比
建 物 火 災………７８％

車 両 火 災………１７％

その他火災………５％

　救助出動件数は、３３件で昨年より８件増加しま
した。救助人員は１１人でした。

� � � � � �

交通事故
水難事故

火災
機械事故
その他事故

救助出場件数構成比
交 通 事 故………６４％

水 難 事 故………１５％

火　　　災………９％

機 械 事 故………３％

その他事故………９％
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野外焼却は禁止されています

��������	
���


� ������	
��


�����

���������	
����������������

�������	
��
���

���������������������������

���������������������������

��������	
��
�������������������� !"

�������	
��
�������������������	
��


�������	
��
��������

�������	
��
����������������������� !

��������	
��
��������������������� !

�������	
��

�	
������	�������������

�������	
��
��������
�������������� 

�������	
��
������������������ !
"#�$

��������	
��
���������	�������������

�������	
��
����������������������� !

�������	
��
����������������
�������

��������	
��

��������	
��
������������������� 
�!

�������	
���
��������������������� !"

�������	
���
�������������������� !"#$
!"%&�'�(�

�������	
��
������������������� �!"
��#$%&'%&()��

��������	
��
����	������������������ ��!"���#$��%

�������	�
��
�������������

�������	
���
��
������������������� !"#$%"�&' ( )

�������	
����
��	����������

�������	

�������

�������

健  康
通  信
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 0.48
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

34.65kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約2.48本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。
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　市では、日本でも有数のアユの漁獲量を誇る２
川（那珂川・久慈川）が流れていることから、「２
川（２０００）愛ある特産品づくり」に取り組んでい
ます。
　市の特産品アユを効果的にPRしていくために
「あゆのぼり」のデザインを募集したところ、全国
から２，２６１点の作品応募がありました。

　作品につきましては、厳正なる選考審査を行っ
た結果、最優秀賞１点、優秀賞２０点を決定しまし
た。

最優秀作品　　�������	
��
�

�������	

のスキー教室で会津高原だいくらスキー場へ行ってきました。スキーは初め
てなので、どきどき…雪がとても冷たく、つるつる滑って、驚きましたが、
皆さんととても楽しい１日を過ごせました。

（意匠登録出願中）

▲参加した皆さん＆スキー場のキャラクター「だいちゃん」と記念撮影

　日本野生サクラの代表で、種名も「jamasakura」
と国際的名称です。この時期、御前山ダム周辺
ではエドヒガン、ヤマザクラ、カスミザクラが混
在しますが、その中でもヤマザクラは主役です。
　明治になってソメイヨシノが普及するまでサ
クラといえばこのヤマザクラを指し、万葉集が
できた時代よりももっと古い時代から日本を代
表するサクラといえます。
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▲格好もばっちり

　冬の定番スポーツといえばスキー。今回、市


